
第２回 取手市自転車活用推進会議

日時 令和３年１１月１８日（木）１０時

会場 取手市役所議会棟大会議室

第8回とりで観光フォトコンテスト入賞作品「みなみかぜ」
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内容 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

第1回推進会議

第1回庁内推進会議

アンケート調査

第2回推進会議

第2回庁内推進会議

現地視察
モデルコース試乗

第3回推進会議

第3回庁内推進会議

パブリックコメント

第4回推進会議

第4回庁内推進会議

《見直し前》
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内 容 4月 5月 6月 7月 8月 9月 １０月 11月 12月

第1回推進会議

第1回庁内推進会議

アンケート調査

第2回推進会議

第2回庁内推進会議

内 容 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

第3回推進会議

第3回庁内推進会議

現地視察・モデルコース試乗

第4回推進会議

第4回庁内推進会議

パブリックコメント

第５回推進会議

第５回庁内推進会議

《見直し後》
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１）郵送による市民アンケート
◇調査対象 １８歳から80歳までの市内在住者2,000名

２）市内中高生向けアンケート
◇調査対象 中学生：市内公立中学校（6校）の1年生

高校生：取手第一高校、藤代高校（2校）の1年生

３）CST（サイクルステーションとりで）利用者アンケート
◇調査対象 CST利用者

〔調査内容〕 基礎情報、利用状況、安全対策、交通ルール、施策の必要性
危険箇所、施設利用状況、イベント、自由記述等

※調査結果については、別冊「取手市自転車市民アンケート調査報告書」参照
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《計画の策定手順・検討内容》

住
民
等

検
討
状
況
の
情
報
提
供

住
民
等
の
意
見

計画内容の検討

計画の目的・区域・期間の設定

計画の位置付けの整理 現状及び課題の整理

計画の策定

実施すべき施策
実施スケジュールの検討

計画の推進体制
計画のフォローアップ及び見直し方法の検討

パブリックコメントの実施

推進会議
の開催

計画の策定 ５



《取手市の自転車活用推進に係る基本方針》
誰もが安全・快適に自転車を活用することができる地域社会の実現

《取手市の自転車活用推進に係る施策目標》

１．自転車事故のない安全で安心な社会の実現 【安全安心】

２．サイクルツーリズムの推進による地域の活性化 【観光振興】

３．自転車を活用した市民の健康増進 【健康増進】
４．自転車交通の役割拡大に向けた自転車通行空間の整備 【環境整備】

６



施策目標 施策名 事業名

自転車事故のない
安全で安心な社会
の実現
【安全安心】

交通安全教育の推進 年代に応じた交通安全教室の開催

自転車交通ルールの広報啓発

自転車の安全利用の
促進

自転車損害賠償保険への加入促進

ヘルメット着用等の意識向上

定期的な自転車点検整備の実施

災害時における自転車
活用の推進

災害時における自転車活用の推進

《実施施策（案）》
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施策目標 施策名 事業名

サイクルツーリズム
の推進による地域
の活性化
【観光振興】

地域資源を活用した
サイクリング環境の整備

利根川・小貝川サイクリングコースの
整備促進

公共交通機関との連携強化

レンタサイクル機能の充実

サイクリングイベント等
の開催と観光情報発信
の強化

サイクルスポーツを通じた自転車の普及
促進・魅力発信

サイクリングイベントやサイクリング
ツアー等の開催

サイクリングマップの作成

《実施施策（案）》
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施策目標 施策名 事業名

サイクルツーリズム
の推進による地域
の活性化
【観光振興】

広域連携によるサイクル
ツーリズムの推進

広域ネットワークルートの検討及び整備
の促進

広域連携によるサイクルツーリズムの
推進

《実施施策（案）》
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施策名 交通安全教育の推進

事業名 年代に応じた交通安全教室の開催

事業内容
・年代により自転車の利用頻度、運動能力等が異なることから、年代に応じた交通安全教育の推進します。
・市内の小・中・高等学校、企業、自治会等に対し、交通安全教室を開催し、自転車安全教育の充実を図ると
ともに、自転車損害賠償保険の加入やヘルメット着用の促進を図ります。

中長期的な構想 ーーー

事業の対象者

市民 観光客等

小学生以下 中学生 高校生
大人

（18～59歳）
高齢者

（60歳以上）
国内 外国人

○ ○ ○ ○ ○

実施
主体

市担当課 安全安心対策課・教育委員会

事業主体 市・警察

スケジュール

2022（R4）
年度

2023（R5）
年度

2024（R6）
年度

2025（R7）
年度

2026（R8）
年度

～2031（R13）
【中期】

中期以降
【長期】

《実施事業》 ※計画書掲載例
事業の詳細事項については、推進会議でのご意見
を踏まえ、庁内推進会議にて調整いたします。
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【岡本直久 先生プロフィール】
所属
筑波大学 システム情報系 社会工学域
研究分野
土木計画学・交通工学・観光学
研究課題
意識分析にもとづく国外旅行意向の国際比較研究
複数の観光交通データの融合的活用方法の開発と政策評価への展開 ほか
受賞
システム情報系教育貢献賞
日本交通学会論文賞
日本港湾協会企画賞
著書
「観光交通計画のための調査および分析手法に関する研究」
「交通経済ハンドブック」
「魅力ある観光地と交通」 ほか多数 ～筑波大学 研究者総覧より一部抜粋～
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